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１ 地理分野からの出題です。瀬戸内海に関する文章をとおして、日本地理の基本的事項の理解を問うています。 

 

問１ 文章中に「瀬戸内海最大の島」、「たまねぎの栽培」、とありますので「淡路」島が正解です。正しい漢字での解答のみ正解

とします。 

問２ 日本の海上交通についての理解を問うています。正解は④です。電子部品は航空機によって多く輸出されていますので、①

は誤りです。日本の海上輸送による輸出品の総額において、機械類が最も多くの割合を占めています。輸入品の総額におい

ては、原油が最も多くの割合を占めていますので、②も誤りです。また、日本国内の貨物輸送では、自動車の割合が最も大

きいので、③も誤りです。 

問３ Ａは広島県尾道と愛媛県今治、Ｂは岡山県児島と香川県坂出、Ｃは兵庫県神戸と徳島県鳴門を結ぶルートですので、正解は 

⑤です。 

問４ 日本の水産業に関する理解を問うています。大きく減少している①の沖合漁業と③の遠洋漁業と比較して、変化の幅が少な

い②が正解です。④・⑤は海または河川等での養殖業の生産量の推移を示しています。 

問５ 正解は②です。「1990年代から生産量が年々増えてきた」という部分が誤りです。みかんは、消費量の低下に伴って減産傾 

向にあります。 

問６ 正解は③です。水島コンビナートは倉敷にあります。 

問 7 正解は「オーストラリア」です。オーストラリアからは鉄鉱石も多く輸入しています。 

問 8 問題文中に、1970年代頃の資源に関するできごととあります。これは石油危機(オイルショック)のことを示しています。「石

油危機により、原料の石油の価格が上昇したため。」という内容の文であれば正解とします。 

問 9 文章中に「瀬戸内海沿岸」、「平和記念都市」とありますので、正解は「広島」市です。正しい漢字での解答のみ正解としま

す。 

 

２ 歴史分野からの出題です。長野市にまつわる歴史上の人物やことがらについて述べた文章からの出題で、日本の歴史の基本的事項

の理解を問うています。 

 

問１ 『今昔物語集』は平安末期に成立したとされます。さらに問題文中に「地方官」とありますので、③が正解です。 

問２ 正解は「野尻」湖です。ひらがなでの解答も正解とします。 

問３ 正解は④です。吉田茂は、連合国占領下で政権を担当した人物です。 

問４ 正解は②です。①は京都府、③は奈良県、④は和歌山県にあります。 

問５ 「馬借」が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問６ 正解は③です。①・④は 7世紀、②は 8世紀のことがらです。 

問７ 「外国勢力の排除を求める考え。」という内容の文であれば正解とします。 

問８ 正解は④です。①は 18世紀初め、②は 17世紀初め、③は 17世紀前半のできごとです。 

 

３ 公民分野からの出題です。 

 

 問１ 刑事裁判で、裁判にかけられる人を「被告人」といいます。ひらがなでの解答も正解とします。 

問２ 「制限選挙」が正解です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

 問３ ④が正解です。①・②・③は基礎的な学習事項ですので、解答を導き出すことができます。 

問４ 裁判の三審制に関する理解を問うています。地方裁判所における判決に不満があり控訴した場合、次に裁判がおこなわれる

のは高等裁判所です。正解は③です。高等裁判所は全国 8箇所に設置されており、神奈川県にはありません。 

問５ 正解は「良心」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 



問６ 三権分立に関する理解を問うています。「権力の濫用を防ぎ、互いに抑制させるため。」という内容の文であれば正解としま

す。 

問７ 正解は「国務大臣」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問 8 「防衛省」が正解です。ひらがなでの解答も正解とします。200７年に防衛庁から防衛省になりました。 


